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クモ類 ＜クモ目 トタテグモ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：準絶滅危惧） 
ARACHNIDA ＜ARANEAE CTENIZIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：NT） 

キシノウエトタテグモ Latouchia swinhoei typica (Kishida) 

 
【選定理由】 
 カネコトタテグモ同様地中性
のクモで、都市周辺の神社、仏
閣、城、人家付近の地中に棲む
ため、カネコトタテグモ同様に
環境が破壊され、激減または絶
滅の恐れが大である。また、本
種にはクモタケが寄生すること
が多く、その犠牲になる数も多
い。 
 
 
 

【形 態】 
 体長雌 10～15mm、雄 9～
12mm。背甲の中窩は横向き。
頭胸部には疎らな毛がある。胸
板にくぼみがある。腹部は茶褐
色で背面に赤褐色または黒褐色
の横縞がある。 
 
 
 

【分布の概要】 
犬山市、名古屋市（昭和区・千種区・瑞穂

区・中区・熱田区）、瀬戸市、東海市、岡崎市、
豊田市、安城市、豊橋市などで確認している
が、局所的である。 
 国内では、本州、四国、九州に分布する（新
海ほか, 2018）。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 崖地や古い石垣の隙間等に、深さ 20cm 前
後の穴を掘り、その中に潜む。入り口に円形
の扉を付け、普段は閉じている。扉の表面に
土を付けるので見つけにくい。主に都市や市
街地に分布するが、豊田市の王滝渓谷と県緑
化センターからも確認されている。これらは、
工事の際に植木や石材などの物資に紛れ込ん
だ等、人為的分布と思われる。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 名古屋市の場合、人家の庭でも生息してい
たが、近年は宅地の工事等の影響で記録され
ていない。八事興正寺境内、岡崎市岡崎城公 
園、同市東公園等では、生息数が減少傾向にある。主な要因は崖地の工事や歩道整備等が考えられ
る。時にはクモタケも生えるが、被害はよく分っていない。 

【保全上の留意点】 
 生息区域での崖地、石垣等の工事では十分な配慮が必要である。 
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